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1．人工知能 AI を用いた手術動画における手技解析の検討 （消化器外科学　准講師）番場嘉子





1．RAGE2 遺伝子は 1 型糖尿病疾患感受性 HLA 遺伝子と関連する








 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 内科）本間俊佑1・石川元直2・佐倉　宏2
＜休　　憩＞
 司会（幹事）小森万希子
第 14回研修医症例報告会　14：20～17：00 〔発表 5 分，質疑応答 3 分/○発表者，◎指導医〕
開始の挨拶 （卒後臨床研修センター長）中村真一





糖尿病ケトアシドーシスを発症した 2 型糖尿病の 1 症例




 （1 卒後臨床研修センター，2 循環器内科，3 心臓血管外科，4 先進電気的心臓制御研究部門）○鈴木美香子1・
 ◎後藤雅之2・鈴木　敦2・齋藤　聡3・庄田守男2,4・萩原誠久2
3．関節エコーをあててみた―エコーを用いた筋骨格診察修得の経験―
 （八千代医療センター1 卒後臨床研修センター，2 リウマチ膠原病内科）○村松瑶紀1・◎瀬戸洋平2
4．高血圧を契機に診断された若年女性の傍糸球体細胞腫瘍の 1 例
 （1 東医療センター卒後臨床研修センター，2 泌尿器科，3 病理診断科，4 病理学（病態神経科学分野））
 ○小川瞭太郎1・高木敏男2・山本智子3,4・◎長嶋洋治3
5．進行腎癌に対してニボルマブ＋イピリブマブ併用療法中に Stevens-Johnson 症候群様症状を発症した 1 例





6． monocytosis が病状進行の sign となった PMF の症例における monocytosis 前後での 
骨髄病理学所見の比較検討
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 内科，3 病理診断科）○本間俊佑1・
 マーシャル祥子2・小笠原壽恵2・森　直樹2・◎増永敦子3
7．急性肝不全で発症した古典的ホジキンリンパ腫
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 内科）○岡田幸子1・
 ◎マーシャル祥子2・木附亜紀2・小笠原壽恵2・石川元直2・佐倉　宏2
8．劇的な経過を辿った intestinal T-cell lymphoma，NOS の 1 例
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 救急医療科）○福田　凌1・小島光暁2・庄古知久2
9．慢性骨髄性単球性白血病の経過中に粟粒結核を発症した 1 例






 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 小児科，3 周産期新生児診療部）○鈴木宇博1・
 ◎池野かおる2・山田洋輔3・東　範彦2・小谷　碧2・長谷川久弥3・杉原茂孝2
11．妊婦健康診査未受診妊婦に対し，多職種の連携により児の養育方針を決定した 1 例













 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 麻酔科）○岡﨑亮汰1・
 ◎岡村圭子2・西山圭子2・市川順子2・小髙光晴2・小森万希子2
15．シャントが挿入されている頭蓋底髄膜腫に合併した慢性硬膜下血腫の 1 例
























（375 mg/m2 BSA per dose）の点滴投与を 6 か月毎に計
4 回投与した小児期発症のステロイド依存性頻回再発型
微小変化型ネフローゼ症候群の患者 32 名（平均発症年齢




ブ開始後 24 か月間における再発回数は小児期発症が 0.3
±0.7 回，成人期発症が 0.3±0.6 回と，リツキシマブ開始
前と比較しいずれも有意に改善を認めた（p＜0.001）．副
腎皮質ステロイドの内服は小児期で 81.3％（32 名中 26
名），成人期で 70.6％（17 名中 12 名）が中止でき，内服
量は小児期が 0.9±2.5 mg/日，成人期が 0.8±1.6 mg/日
と両群とも有意に減少が得られた（p＜0.001）．副作用に




















































atric Research Institute, Pediatric Blood &
Cancer Biology Program, Stem Cell Center,
OregonHealth&ScienceUniversity,Portland,
OR.,3Comprehensive Bone Marrow Failure
Center, Children’s Hospital of Philadelphia；
Perelman School of Medicine, University of
Pennsylvania,Philadelphia,PA）
望月牧子1，2・PeterKurre3・
MarkusGrompe2・石津綾子1　
　造血幹細胞（hematopoietic stem cell：HSC）は傍大
動脈生殖隆中腎（AGM）領域で発生し，胎児肝（fetal
liver：FL）で急激に増殖するが，一方，成体になり骨髄
に移行した後は静止期（G0）に保たれており，HSCの細
胞周期は個体の生涯にわたってダイナミックに遷移して
いることが明らかになっている．HSCのエネルギー代謝
は，従来，成体HSCは解糖系優位であることが言われて
きたが，近年盛んにHSCでのミトコンドリアの酸化スト
レス代謝（OXPHOS）の研究が進められており，OXPHOS
はHSCにとって自己複製，多能性の両方に必須であるこ
とが明らかになっている．ファンコニ貧血（Fanconi
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